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２０２０年ＪＡＦ国内競技車両規則 第３編スピード車両規定 

＜新旧対照表＞                         下線部：変更箇所

２０２０年規定 ２０１９年規定 

第１章 一般規定 

第１条～第８条 （略）

第９条  共通安全規定 

改造および付加物の取付けなどにより競技会技術委員長が安全でない車両と判

断した場合、その指示に従わなければならない。安全確保の見地から、その事例は、

ＪＡＦが監修するインターネットサイト（http://jaf-sports.jp/）に掲載される

場合がある。 

９.１）消火器 

すべての車両に消火器の装着が推奨される。 

９.１.１）手動消火装置 

手動消火装置とは消火装置単体をドライバー等が取り外して消火を行うため

の消火装置をいう。 

１）取付け 

各々の消火容器の取り付けは、クラッシュ時を考慮し、減速度２５Ｇがい

かなる方向に加えられても耐えられるように取り付けなければならず、取り

付け方向は車体軸線に対し直角に近い状態であること。（リベット留めは禁止

される。） 

金属製ストラップの付いたラピッドリリースメタル（ワンタッチ金具）の

装着のみ認められ、ラピッドリリースメタル（ワンタッチ金具）の装着は２

箇所とすることが推奨される。 

すべての消火装置は充分に保護されていなければならない。 

２）取付け場所・取外し 

消火装置はドライバー等が容易に取外せる位置に取付けられなければなら

ない。 

３）下記情報を各消火器に明記しなければならない。 

－ 容器の容量 

－ 消火剤の種類 

－ 消火剤の重量もしくは容量 

－ 消火器の点検日 

第１章 一般規定 

第１条～第８条 （略）

※ 各車両に共通する規則を一般規定に集約する。

・第2章スピードＰ車両規定   1.2）、1.5）
・第3章スピードＰＮ車両規定  1.2）、1.5）
・第４章スピードＮ車両規定   1.3）、1.6）
・第５章スピードＳＡ車両規定  1.3）、1.6）
・第７章スピードＢ車両規定   1.4）、1.7）
・第８章スピードＳＣ車両規定  1.8）、1.5）
・第９章スピードＤ車両規定   1.18）、1.1）
・第１０章スピードＡＥ車両規定 1.2）、1.5）
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４）消火装置の点検日は、消火剤の充填期日もしくは前回点検期日から２年以

内とする。（消火剤の充填期日もしくは前回の点検期日から２年を過ぎて使

用してはならない。）ただし、２年毎の点検を継続したとしても消火装置（消

火器）の製造者が定めた有効年数あるいは耐用年数を超えて使用することは

できない。 

５）２年毎に製造者、製造者が指定した工場、あるいは代理店等の有資格者に

よる点検を受けること。外部が損傷している容器等機能／性能に影響を与え

る恐れがあると判断される場合には、装置を交換しなければならない。 

６）仕様 

１つあるいは２つの消火剤容器とする。粉末２.０ｋｇ以上の内容量が必要

である（または、ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項第２５３条

に記された消火剤および内容量を装備してもよい）。なお、電気モーターを動

力源とする車両の場合は、ＡＢＣ消火器を推奨する。すべての消火装置は耐

火性でなければならない。 

９.１.２）自動消火装置 

自動消火装置とは、車両に固定された消火装置が、車室内とエンジンルームに

対し起動装置によって同時に作動するものをいう。 

１）取付け 

各々の消火装置の容器は、クラッシュを考慮し、減速度２５Ｇがいかなる

方向に加わってもそれに耐えられるように取り付けられなければならない。

２）操作 － 起動 

２つの系統は同時に起動しなければならない。 

いかなる起動装置も認められる。しかしながら、起動系統が機械式だけで

ない場合、主要エネルギー源からでないエネルギー源を備えなければならな

い。 

運転席に正常に着座し、安全ベルトを着用したドライバーが起動装置を操

作できなければならない。 

車両の外部のいかなる者も同時に操作できること。外部からの起動装置は

サーキットブレーカーに接して、あるいは、それと組み合わせて位置しなけ

ればならない。また、赤色で縁取られた直径が最小１０ｃｍの白色の円形内

に赤色でＥの文字を描いたマークによって表示されなければならない。 

ヒートセンサーによる自動起動装置が推奨される。 

装置はいかなる車両姿勢にあっても、たとえ車両が転倒した場合でも作動

しなければならない。 
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３）下記情報を各消火器に明記しなければならない。 

－ 容器の容量 

－ 消火剤の種類 

－ 消火剤の重量もしくは容量 

－ 消火器の点検日 

４）消火装置の点検日は、消火剤の充填期日もしくは前回点検期日から２年以

内とする。（消火剤の充填期日もしくは前回の点検期日から２年を過ぎて使

用してはならない。）ただし、２年毎の点検を継続したとしても消火装置（消

火器）の製造者が定めた有効年数あるいは耐用年数を超えて使用することは

できない。 

５）２年毎に製造者、製造者が指定した工場、あるいは代理店などの有資格者

による点検を受けること。外部が損傷している容器等機能／性能に影響を与

える恐れがあると判断される場合には、装置を交換しなければならない。 

６）仕様 

ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項第２５９条１４項に記され

た消火剤および内容量を装備すること。 

消火装置は耐火性でなければならず、また、充分に防護されていなければ

ならない。消火剤の噴出ノズルは、ドライバーに直接消火剤がかかることの

ないように取り付けなければならない。（凍傷の危険） 

７）放射時間 

車室内 ：最短３０秒／最長８０秒 

エンジン：最短１０秒／最長４０秒 

両方の消火器が同時に作動しなければならない。 

９.２）けん引用穴あきブラケット 

すべての車両は、前後にけん引用穴あきブラケットを備えなければならない。

このけん引用穴あきブラケットは、車両をけん引して移動するのに取付け部分

も含め十分な強度を有していなければならない。車両が砂地に停車したときでも

使用が可能な位置に取付けられていなければならない。また、これらは各車両用と

して装備されている牽引部分／純正の緊急用・牽引工具も認められる

新たに金属製のけん引用穴あきブラケットを装着する場合は下記の要件を満

たすこと。 

①材質は、スチール製でなければならない。 

②最小内径：５０ｍｍ（車両に装着した状態で直径５０ｍｍおよび長さ５０ｍ

ｍの丸棒が通ること）。 
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③内径の角部はＲを付けて滑らかにすること。 

④板製の場合、最小断面積（取付け部分も含む）：１００ｍｍ２

⑤丸棒の場合、最小直径：１０ｍｍ 

⑥黄色、オレンジ色、あるいは赤色に塗装されていること。 

なお、可倒式、および上記②を満たすケーブルフープ式（ダートトライアル競

技を除く）も許される。 

第２章 スピードＰ車両規定 

第１条 安全規定

１.１）安全ベルト （略）

１.２）ロールバー 

すべての車両に４点式以上のロールバーを装着することを推奨する。

なお、オープンカーでジムカーナ競技に参加する場合は４点式以上、ダートト

ライアル競技に参加する場合は６点式以上のロールバーを取付けること。ロール

バーを装着する場合、材質はスチールとし下記の規定に従うこと。 

１）～６）（略） 

７）ロールバーの車体への最少取付け点数： 

－ メインロールバーの支柱１本につき１ヵ所。 

－ サイドロールバー（あるいはフロントロールバー）の支柱１本につき

１ヵ所。 

－ リアストラットの支柱１本につき１ヵ所。 

①各支柱の車体への取付板は、面積６０ｃｍ２、板厚２.５ｍｍ以上を有す

ること。 

この取付板は支柱に溶接されていなくてはならない。 

②車体側の補強板は、面積１２０ｃｍ２、板厚３.０ｍｍ以上を有し、第２

－１図（この場合、溶接は不要）、第２－２図～第２－１５図（この場合、

全周を溶接すること）に示すように取付けること。 

③各支柱と車体との結合には、上記①②の取付板および補強板を用い、下

記に従いボルトオンにて取付けること。その際の取付方法については次

の通りとする。 

・直径８ｍｍ以上（４Ｔ以上）のボルトを３本以上使用し、緩み止め効

第２章 スピードＰ車両規定 

第１条 安全規定 

１.１）安全ベルト （略） 

１.２）消火器 

（略） 

１.３）ロールバー 

すべての車両に４点式以上のロールバーを装着することを推奨する。

なお、オープンカーでジムカーナ競技に参加する場合は４点式以上、ダートト

ライアル競技に参加する場合は６点式以上のスチール材のロールバーを取付け

ること。ロールバーを装着する場合、材質はスチールとし下記の規定に従うこと。

１）～６）（略） 

７）ロールバーの車体への最少取付け点数： 

－ メインロールバーの支柱１本につき１ヵ所。 

－ サイドロールバー（あるいはフロントロールバー）の支柱１本につき

１ヵ所。 

－ リアストラットの支柱１本につき１ヵ所。 

①各支柱の車体への取付板は、面積６０ｃｍ２、板厚２.５ｍｍ以上を有す

ること。 

この取付板は支柱に溶接されていなくてはならない。 

②車体側の補強板は、面積１２０ｃｍ２、板厚３.０ｍｍ以上を有し、第２

－１図（この場合、溶接は不要）、第２－２図～第２－１５図（この場合、

全周を溶接すること）に示すように取付けること。 

③各支柱と車体との結合には、上記７）の取付板および補強板を用い、下

記８）に従いボルトオンにて取付けること。その際の取付方法について

は次の通りとする。 

・直径８ｍｍ以上（４Ｔ以上）のボルトを３本以上使用し、緩み止め効
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果のあるナット（ワッシャ／セルフロッキング等）で、支柱の周辺に

分散して取付ける。 

・メインロールバーの車体への取付板をＬ型にして既設の３点式安全ベ

ルト最下端部のボルトを用いることにより、とも締めすることは可能

であり、その場合当該ボルトは最少取付本数に含まれる。 

④～⑥ （略） 

８）～１４）（略）

１.３）サーキットブレーカー （略）

第２条～第４条 （略）

第５条 制動装置 

５.１）パッドおよびブレーキシューは材質変更を含み交換、変更は許される。但

し、カーボン材（カーボン１００％）は使用できない。 

第６条～第７条  （略）

第３章 スピードＰＮ車両規定 

第１条 安全規定

１.１）安全ベルト（略）

１.２）ロールバー 

すべての車両に４点式以上のロールバーを装着することを推奨する。 

なお、オープンカーでジムカーナ競技に参加する場合は４点式以上、ダートト

ライアル競技に参加する場合は６点式以上のロールバーを取付けること。ロール

バーを装着する場合、材質はスチールとし下記の規定に従うこと。 

１）～６）（略） 

７）ロールバーの車体への最少取付け点数： 

－ メインロールバーの支柱１本につき１ヵ所。 

－ サイドロールバー（あるいはフロントロールバー）の支柱１本につき

果のあるナット（ワッシャ／セルフロッキング等）で、支柱の周辺に

分散して取付ける。 

・メインロールバーの車体への取付板をＬ型にして既設の３点式安全ベ

ルト最下端部のボルトを用いることにより、とも締めすることは可能

であり、その場合当該ボルトは最少取付本数に含まれる。 

④～⑥ （略） 

８）～１４）（略）

１.４）サーキットブレーカー （略）

１.５）けん引用穴あきブラケット 

（略） 

第２条～第４条 （略）

第５条 制動装置 

５.１）パッドおよびライニング：材質を変更することができる。但し、カーボン材

（カーボン含有率がすべてを占めるもの）は使用できない。 

第６条～第７条  （略）

第３章 スピードＰＮ車両規定 

第１条 安全規定 

１.１）安全ベルト（略）

１.２）消火器 

（略） 

１.３）ロールバー 

すべての車両に４点式以上のロールバーを装着することを推奨する。 

なお、オープンカーでジムカーナ競技に参加する場合は４点式以上、ダートト

ライアル競技に参加する場合は６点式以上のスチール材のロールバーを取付け

ること。ロールバーを装着する場合、材質はスチールとし下記の規定に従うこと。

１）～６）（略） 

７）ロールバーの車体への最少取付け点数： 

－ メインロールバーの支柱１本につき１ヵ所。 

－ サイドロールバー（あるいはフロントロールバー）の支柱１本につき
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１ヵ所。 

－ リアストラットの支柱１本につき１ヵ所。 

①各支柱の車体への取付板は、面積６０ｃｍ２、板厚２.５ｍｍ以上を有す

ること。この取付板は支柱に溶接されていなくてはならない。 

②車体側の補強板は、面積１２０ｃｍ２、板厚３.０ｍｍ以上を有し、第３

－１図（この場合、溶接は不要）、第３－１図～第３－１５図（この場合、

全周を溶接すること）に示すように取付けること。 

③各支柱と車体との結合には、上記①②の取付板および補強板を用い、下

記に従いボルトオンにて取付けること。その際の取付方法については次

の通りとする。 

・直径８ｍｍ以上（４Ｔ以上）のボルトを３本以上使用し、緩み止め効

果のあるナット（ワッシャ／セルフロッキング等）で、支柱の周辺に

分散して取付ける。 

・メインロールバーの車体への取付板をＬ型にして既設の３点式安全ベ

ルト最下端部のボルトを用いることにより、とも締めすることは可能

であり、その場合当該ボルトは最少取付本数に含まれる。 

④～⑥ （略） 

８）～１４）(略) 

１.３）サーキットブレーカー（略）

第２条 （略）

第３条 エンジン 

３.１）エンジンおよびギアボックスマウント：取付けマウントのラバー部材は同

一材質で形状・硬度を変更することは自由。ブラケットの形状、取付け位置、取

付け軸は変更しないこと。 

３.２）～３.３）（略）

３.４）冷却系統 

サーモスタットおよびラジエターキャップの変更が許される。 

第４条 シャシー 

４.１）最低地上高：９ｃｍとする。ただし、アンダーカバー等の装着車両の当該部

１ヵ所。 

－ リアストラットの支柱１本につき１ヵ所。 

①各支柱の車体への取付板は、面積６０ｃｍ２、板厚２.５ｍｍ以上を有す

ること。この取付板は支柱に溶接されていなくてはならない。 

②車体側の補強板は、面積１２０ｃｍ２、板厚３.０ｍｍ以上を有し、第３

－１図（この場合、溶接は不要）、第３－１図～第３－１５図（この場合、

全周を溶接すること）に示すように取付けること。 

③各支柱と車体との結合には、上記７）の取付板および補強板を用い、下

記８）に従いボルトオンにて取付けること。その際の取付方法について

は次の通りとする。 

・直径８ｍｍ以上（４Ｔ以上）のボルトを３本以上使用し、緩み止め効

果のあるナット（ワッシャ／セルフロッキング等）で、支柱の周辺に

分散して取付ける。 

・メインロールバーの車体への取付板をＬ型にして既設の３点式安全ベ

ルト最下端部のボルトを用いることにより、とも締めすることは可能

であり、その場合当該ボルトは最少取付本数に含まれる。 

④～⑥ （略） 

８）～１４）（略） 

１.４）サーキットブレーカー（略）

１.５）けん引用穴あきブラケット 

（略） 

第２条 （略）

第３条 エンジン 

３.１）エンジンマウント：エンジンおよびミッションの取付けマウントのラバー

部材は同一材質で形状・硬度を変更することは自由。 

３.２）～３.３）（略）

第４条 シャシー 

４.１）最低地上高：９ｃｍ（アンダーガードを含む）とする。また、車両の１つの
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位は５ｃｍとする。また、車両の１つの側面のすべてのタイヤの空気が抜けた

場合であっても、車両のいかなる部分も地表に接してはならない。このテスト

は出走状態で（ドライバーが搭乗し）平坦な面上で行われる。

４.２） （略）

第５条 駆動装置 

５.１）～５.３） （略）

５.４）最終減速比：ギア比の変更は、同一車両型式に設定されている純正部品およ

びメーカーオプションで、改造および加工の必要なく取り付けられるものであ

れば、ボルトオンを条件に許される。

第６条 制動装置 

パッドおよびブレーキシューは材質変更を含み交換、変更は許される。ただし、

カーボン材（カーボン１００％）は使用できない。 

第７条 サスペンション 

材料の追加によるサスペンションの車体取付け部の補強を認める。サスペンショ

ンの補強部が、中空体を作ることになってはならない。部分的であっても、全体的

であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペンション部材は禁止

される。 

７.１）補修 

補修を目的とした修正加工は許される。ただし、補修によって標準部品の取付け

に影響があってはならない。 

７.２）スプリング：数は、スプリングを連続して取付けることを条件として自由。

長さ、コイルの巻数、ワイヤーの直径、外径、スプリングの種類、スプリングシ

ートの形状（車高調整機能を含む）とともに自由。ただし、下記に従うこと。 

①～⑥ （略） 

７.３）ショックアブソーバー（略） 

側面のすべてのタイヤの空気が抜けた場合であっても、車両のいかなる部分も地

表に接してはならない。このテストは出走状態で（ドライバーが搭乗し）平坦な

面上で行われる。 

４.２） （略） 

第５条 駆動装置 

５.１）～５.３） （略） 

第７条 制動装置 

７.１）ブレーキパッド：ブレーキシュー、ライニングパッド材質変更を含み交換、

変更は許される。ただし、カーボン材（カーボン含有率がすべてを占めるもの）

は使用できない。 

第６条 サスペンション 

材料の追加によるサスペンションおよびその取付け部の補強を認める。サスペン

ションの補強部が、中空体を作ることになってはならない。部分的であっても、全

体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペンション部材は

禁止される。 

６.１）スプリング：数は、スプリングを連続して取付けることを条件として自由。

長さ、コイルの巻数、ワイヤーの直径、外径、スプリングの種類も自由。ただ

し、下記に従うこと。 

スプリングの形状は、調整できる構造部分がスプリングシートの一部で、当初

のサスペンション部分または車体部分から分離している（取外せる）場合、スプ

リングシートは調節できるものであっても良い。 

①～⑥ （略） 

６.２）ショックアブソーバー（略） 
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第８条 （略）

第９条 車体 

（略） 

９.１） （略） 

９.２）車体内部 

９.２.１）コクピット：次の付属品のみ取付けが許される。スペアコンプリートホ

イール、工具、安全装置。

９.２.２）～９.２.３） （略）

９.２.４）ステアリングホイール：下記の条件を満たしたものと交換することがで

きる。 

①～⑤ （略） 

９.２.５）～９.２.１０） （略） 

第４章 スピードＮ車両規定 

第１条 安全規定  

１.１）配管類 

１.１.１）配管類の保護 （略）

第８条 （略）

第９条 車体 

（略） 

９.１） （略） 

９.２）車体内部 

９.２.１）コクピット：次の付属品のみ取付けが許される。スペアコンプリートホ

イール、工具、安全装置、通信装置。 

コクピット内に位置するヘルメットと工具の収納容器は、非可燃性の材質で作

られていなければならない。それは火災の場合に有毒ガスを発生してはならな

い。 

９.２.２）～９.２.３） （略）

９.２.４）ステアリングホイール：外径（最大径）３５０ｍｍ以上のもので、下記

の条件を満たしたものと交換することができる。 

①～⑤ （略） 

９.２.５）～９.２.１０）（略） 

第４章 スピードＮ車両規定 

第１条 安全規定 

１.１）配管類 

１.１.１）配管類の保護 （略）

１.１.２）仕様および取付け 

量産の装備が保持されない場合は以下の適用が義務付けられる。 

１.１.２.１）液体用配管の取り付け： 

１.１.２.１.１）冷却水または潤滑油を収容する配管：車室外部になくてはならな

い。 

１.１.２.１.２）燃料または油圧液を収容する配管：車室を通過してよいが、第４

－１図および第４－２図に従った前後の隔壁部分とブレーキ回路およびクラッ

チ液回路を除き、車室内部にいかなるコネクターも有さないこと。 

１.１.２.２）液体用配管の仕様： 

燃料配管、潤滑油配管および加圧される油圧液を収容する配管の取り付け具は

下記の仕様に従って製造されていなくてはならない。柔軟なものである場合、こ

れらの配管はネジ山のついたコネクター、はめ込み式のコネクター、あるいは自
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１.２）安全ベルト （略）

１.３）ロールバー 

すべての車両に４点式以上のロールバーを装着することを推奨する。 

なお、オープンカーでジムカーナ競技に参加する場合は４点式以上、ダートト

ライアル競技に参加する場合は６点式以上のロールバーを取付けること。ロール

バーを装着する場合、材質はスチールとし下記の規定に従うこと。

１）～６）（略） 

７）ロールバーの車体への最少取付け点数： 

－ メインロールバーの支柱１本につき１ヵ所。 

－ サイドロールバー（あるいはフロントロールバー）の支柱１本につき

１ヵ所。 

－ リアストラットの支柱１本につき１ヵ所。 

①各支柱の車体への取付板は、面積６０ｃｍ２、板厚２.５ｍｍ以上を有す

ること。この取付板は支柱に溶接されていなくてはならない。 

②車体側の補強板は、面積１２０ｃｍ２、板厚３.０ｍｍ以上を有し、第４

－３図（この場合、溶接は不要）、第４－４図～第４－１７図（この場合、

全周を溶接すること）に示すように取付けること。 

③各支柱と車体との結合には、上記①②の取付板および補強板を用い、下

記に従いボルトオンにて取付けること。その際の取付方法については次

動的に密閉されるコネクターと、摩擦と炎に耐え得る（燃焼しない）外部網材を

有していなくてはならない。 

１.１.２.２.１）燃料配管の仕様（インジェクターへの連結部を除く）：１３５℃

（２５０゜Ｆ）の最低作動温度で７ＭＰａ（７０ｂａｒ／１０００ｐｓｉ）の最

低破裂圧力を有していなくてはならない。 

１.１.２.２.２）潤滑油の配管の仕様：２３２℃（４５０゜Ｆ）の最低作動温度で

７ＭＰａ（７０ｂａｒ／１０００ｐｓｉ）の最低破裂圧力を有していなくてはな

らない。 

１.１.２.２.３）加圧下にある油圧液を収容する配管の仕様：２３２℃（４５０゜

Ｆ）の最低作動温度で最低破裂圧力２８ＭＰａ（２８０ｂａｒ／４０００ｐｓｉ）

を有しなくてはならない。 

油圧システムの作動圧力が１４ＭＰａ（１４０ｂａｒ／２０００ｐｓｉ）を超

える場合は、作動圧力の少なくとも倍の破裂圧力を有していなくてはならない。

１.２）安全ベルト （略）

１.３）消火器 

（略） 

１.４）ロールバー 

すべての車両に４点式以上のロールバーを装着することを推奨する。 

なお、オープンカーでジムカーナ競技に参加する場合は４点式以上、ダートト

ライアル競技に参加する場合は６点式以上のスチール材のロールバーを取付け

ること。ロールバーを装着する場合、材質はスチールとし下記の規定に従うこと。

１）～６）（略） 

７）ロールバーの車体への最少取付け点数： 

－ メインロールバーの支柱１本につき１ヵ所。 

－ サイドロールバー（あるいはフロントロールバー）の支柱１本につき

１ヵ所。 

－ リアストラットの支柱１本につき１ヵ所。 

①各支柱の車体への取付板は、面積６０ｃｍ２、板厚２.５ｍｍ以上を有す

ること。この取付板は支柱に溶接されていなくてはならない。 

②車体側の補強板は、面積１２０ｃｍ２、板厚３.０ｍｍ以上を有し、第４

－３図（この場合、溶接は不要）、第４－４図～第４－１７図（この場合、

全周を溶接すること）に示すように取付けること。 

③各支柱と車体との結合には、上記７）の取付板および補強板を用い、下

記８）に従いボルトオンにて取付けること。その際の取付方法について
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の通りとする。 

・直径８ｍｍ以上（４Ｔ以上）のボルトを２本以上使用し、緩み止め効

果のあるナット（ワッシャ／セルフロッキング等）で、支柱の周辺に

分散して取付ける。 

・メインロールバーの車体への取付板をＬ型にして既設の３点式安全ベ

ルト最下端部のボルトを用いることにより、とも締めすることは可能

であり、その場合当該ボルトは最少取付本数に含まれる。 

④～⑥ （略） 

８）～１４）（略） 

１.４）サーキットブレーカー（略）

第２条 （略）

第３条 エンジン 

３.１）エンジンおよび補機 

（略）  

３.１.１）フライホイール：元のフライホイールを修正加工したり、また他のもの

に変更および交換できる。 

３.１.２）エンジンおよびギアボックスマウント：取付けマウントのラバー部材は

同一材質で形状・硬度を変更することは自由。ブラケットの形状、取付け位置、

取付け軸は変更しないこと。 

３.１.３）補機バッテリー：動力源としない補機バッテリーについては、形状、容

量、端子は自由。補機バッテリー（１２Ⅴバッテリー）の電圧および搭載位置を

変更してはならない。 

補機バッテリー（１２Ⅴバッテリー）ケーブルを室内配線に変更することは許

され、またアース配線の追加、変更は自由。 

３.１.４） （略） 

３.２）～３.３） （略）

は次の通りとする。 

・直径８ｍｍ以上（４Ｔ以上）のボルトを２本以上使用し、緩み止め効

果のあるナット（ワッシャ／セルフロッキング等）で、支柱の周辺に

分散して取付ける。 

・メインロールバーの車体への取付板をＬ型にして既設の３点式安全ベ

ルト最下端部のボルトを用いることにより、とも締めすることは可能

であり、その場合当該ボルトは最少取付本数に含まれる。 

④～⑥ （略） 

８）～１１）（略） 

１.５）サーキットブレーカー（略）

１.６）けん引用穴あきブラケット 

（略） 

第２条 （略）

第３条 エンジン 

３.１）エンジンおよび補機 

（略） 

３.１.１）フライホイール：クラッチを変更する場合に限り、他のものに変更およ

び交換することができる。 

３.１.２）エンジンマウント：エンジンおよびギアボックスの取付けマウントのラ

バー部材は同一材質で形状・硬度を変更することは自由。 

３.１.３）アクセルケーブル：アクセルケーブル（付随するリンク類を含み）の交

換またはそれを二重にすることも認められる。また、フライバイワイヤー方式（電

気信号により操作するもの）を機械式に変更することも許される。 

３.１.４）補機バッテリー：動力源としない補機バッテリーについては、形状、容

量、端子は自由。補機バッテリー（１２Ⅴバッテリー）の電圧および搭載位置を

変更してはならない。 

補機バッテリー（１２Ⅴバッテリー）ケーブルを室内配線に変更することは許

されるが、配線の追加、削除およびアースポイントの追加は認められない。 

３.１.５） （略） 

３.２）～３.３） （略） 
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３.４）冷却系統 

サーモスタットおよびラジエターキャップの変更が許される。 

第４条 シャシー 

４.１）最低地上高：９ｃｍとする。ただし、アンダーカバー等の装着車両の当該部

位は５ｃｍとする。また、車両の１つの側面のすべてのタイヤの空気が抜けた

場合であっても、車両のいかなる部分も地表に接してはならない。このテスト

は出走状態で（ドライバーが搭乗し）平坦な面上で行われる。

４.２）最低重量：当該自動車製造者発行のカタログ等に記載された主要諸元一覧

表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小値とする。ただし、同一

車両型式に過給器付（ターボチャージャー、スーパーチャージャー等）と過給器

無の両仕様が存在する場合は、各々に設定されている車両重量の最小値とする。

なお、ダートトライアル競技に参加する車両は、当該自動車製造者発行のカタロ

グに記載された主要諸元一覧表の同一車両型式設定されている車両重量の内、最

小値とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャージャー、スーパー

チャージャー等）と過給器無の両仕様が存在する場合は、各々に設定されている

車両重量の最小値とし、その車両重量から５０ｋｇ増量された値とする。 

バラストは搭載することができない。 

４.３）ラバーマウントおよびブッシュ：ラバーマウントおよびブッシュは材質の

変更が無いことを条件に硬度の変更が許される。ただし、マフラーマウント（取

付具）を除き、取付軸は変更しないこと。 

第５条 駆動装置 

５.１）クラッチ （略）  

５.２）～５.４） （略） 

第６条 制動装置 

６.１）パッドおよびブレーキシューは材質変更を含み交換、変更は許される。ただ

し、カーボン材（カーボン１００％）は使用できない。 

６.２）～６.３） （略） 

３.４）冷却装置 

３.４.１）サーモスタットおよび冷却ファンの作動開始時の温度は制御方式を含み

自由。 

３.４.２）ラジエターキャップの変更が許される。 

第４条 シャシー 

４.１）最低地上高：９ｃｍ（アンダーガードを含む）とする。また、車両の１つの

側面のすべてのタイヤの空気が抜けた場合であっても、車両のいかなる部分も地

表に接してはならない。このテストは出走状態で（ドライバーが搭乗し）平坦な

面上で行われる。 

４.２）最低重量：当該自動車製造者発行のカタログ等に記載された主要諸元一覧

表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小値とする。ただし、同一

車両型式に過給器付（ターボチャージャー、スーパーチャージャー等）と過給器

無の両仕様が存在する場合は、各々に設定されている車両重量の最小値とする。

なお、ダートトライアル競技に参加する車両は、当該自動車製造者発行のカタロ

グ等の主要諸元一覧表の車両重量（同一車両型式）に設定されている車両重量の

内、最小値とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャージャー、ス

ーパーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存在する場合は、各々に設定され

ている車両重量の最小値とし、その車両重量から５０ｋｇ増量された値とする。

バラストは搭載することができない。 

４.３）ラバーマウントおよびブッシュ：ラバーブッシュは材質の変更が無いこと

を条件に硬度の変更が許される。ただし、マフラーマウント（取付具）を除き、

取付軸は変更しないこと。 

第５条 駆動装置 

４.４）クラッチ （略）  

５.１）～５.３） （略） 

第６条 制動装置 

６.１）ブレーキパッド：ブレーキシュー、ライニングパッドの材質変更を含み交

換、変更は許される。ただし、カーボン材（カーボン含有率がすべてを占めるも

の）は使用できない。 

６.２）～６.３） （略） 
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第７条 サスペンション 

７.１）スプリング：数は、スプリングを連続して取付けることを条件として自由。

長さ、コイルの巻数、ワイヤーの直径、外径、スプリングの種類、スプリング

シートの形状（車高調整機能を含む）とともに自由。ただし、下記に従うこと。

①～⑥ （略） 

７.２）～７.３） （略）

第８条 （略）

第９条 車体 

（略） 

９.１）車体外部

９.１.１）～９.１.５）（略） 

９.２）補強 

車体（排気系を含み）、ならびにサイドシル・各メンバー・懸架部分（バネ上）の補強

は、使用される材料が当初の形状に沿い、それに接触しているならば許される。 

ただし、補強によって標準部品の取付けに影響があってはならない。 

また、補修を目的とした修正加工は許される。 

９.２.１）材料の追加によるサスペンションおよびその取付け部の補強を認める。サス

ペンションの補強部が、中空体を作ることになってはならない。部分的であっても、全

体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペンション部材は禁止

される。 

９.２.２）タワーバー：メーカーラインオフ時に当初から装着されているタワーバーに

ついては、取付点を変更しなければ他のものに変更することができる。 

また、フロント及びリアに新たに取り付けることが出来る。その場合、サスペンション

のアッパーマウントの取付ボルトのみを使用して取り付けること。フロントタワーバー

第７条 サスペンション 

材料の追加によるサスペンションおよびその取付け部の補強を認める。サスペン

ションの補強部が、中空体を作ることになってはならない。部分的であっても、全

体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペンション部材は

禁止される。 

７.１）スプリング：数は、スプリングを連続して取付けることを条件として自由。

長さ、コイルの巻数、ワイヤーの直径、外径、スプリングの種類も自由。ただ

し、下記に従うこと。 

スプリングの形状は、調整できる構造部分がスプリングシートの一部で、当初

のサスペンション部分または車体部分から分離している（取外せる）場合、スプ

リングシートは調節できるものであっても良い。 

①～⑥ （略） 

７.２）～７.３） （略） 

第８条 （略）

第９条 車体 

（略） 

９.１）車体外部

９.１.１）～９.１.５）（略） 

９.３）補強 

９.３.１）車体（排気系を含み）、ならびにサイドシル・各メンバー等の空洞部を補

強することができる。ただし、使用される材料が当初の形状に沿い、またそれと

接触しており、補強によって標準部品の取付けに影響があってはならない。 

懸架部分（バネ上）の補強は、使用される材質が当初の形状に沿い、それに接

触しているならば許される。 

９.３.２）タワーバー：メーカーラインオフ時に当初から装着されているタワーバ

ーについては、取付点を変更しなければ他のものに変更することができる。また、

サスペンションのアッパーマウント取付けボルトのみを使用して取付けられて

いるものであれば、サスペンション形式を問わず取付けおよび変更は許される。
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については、マスターシリンダーストッパーとの結合、または一体化でも許される。 

リアについては、その取付けに当り内張りを改造する場合は最小限にとどめること。 

なお、同一車両型式に当該部品が装着されていないものがある場合にのみ、取外

すことができる。 

９.２.３）マッドフラップ （略）

９.２.４）アンダーガード （略）

９.２.５）ジャッキ （略） 

９.３）車体内部 

９.３.１）コクピット：次の付属品のみ取付けが許される。スペアコンプリートホ

イール、工具、安全装置。

９.３.２）～９.３.３） （略） 

９.３.４）ステアリングホイール：下記の条件を満たしたものと交換することがで

きる。 

①～⑤ （略） 

９.３.５）～９.３.６） （略） 

９.３.７）一般消耗品：次の消耗品は、変更（同等品）が許される。 

オイルフィルター、ワイパーブレード、バルブ等。 

９.３.８）～９.３.１０） （略） 

第５章 スピードＳＡ車両規定 

第１条 安全規定 

１.１）～１.２） （略）

１.３）ロールバー 

すべての車両に４点式以上のロールバーを装着することを推奨する。 

なお、オープンカーでジムカーナ競技に参加する場合は４点式以上、ダートト

ライアル競技に参加する場合は６点式以上のロールバーを取付けること。ロー

ルバーを装着する場合、材質はスチールとし下記の規定に従うこと 

マスターシリンダーストッパーの装着が許される。ただし、その取付けに当り内

張りを改造する場合は最小限にとどめること。 

９.１.６）マッドフラップ （略） 

９.１.７）アンダーガード （略）

９.３.３）ジャッキ （略） 

９.２）車体内部 

９.２.１）コクピット：次の付属品のみ取付けが許される。スペアコンプリートホ

イール、工具、安全装置、通信装置。 

コクピット内に位置するヘルメットと工具の収納容器は、非可燃性の材質で作

られていなければならない。それは火災の場合に有毒ガスを発生してはならな

い。 

９.２.２）～９.２.３） （略） 

９.２.４）ステアリングホイール：外径（最大径）３５０ｍｍ以上のもので、下記

の条件を満たしたものと交換することができる。 

①～⑤ （略） 

９.２.５）～９.２.６） （略） 

９.２.７）一般消耗品：次の消耗品は、変更（同等品）が許される。 

補機バッテリー（１２Ⅴバッテリー）、オイルフィルター、ワイパーブレード、

バルブ等。 

９.２.８）～９.２.１０） （略） 

第５章 スピードＳＡ車両規定 

第１条 安全規定

１.１）～１.２） （略） 

１.３）消火器 

（略） 

１.４）ロールバー 

すべての車両に４点式以上のロールバーを装着することを推奨する。 

なお、オープンカーでジムカーナ競技に参加する場合は４点式以上、ダートト

ライアル競技に参加する場合は６点式以上のスチール材のロールバーを取付け

ること。ロールバーを装着する場合、材質はスチールとし下記の規定に従うこと。
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１）～６）（略） 

７）ロールバーの車体への最少取付け点数： 

－ メインロールバーの支柱１本につき１ヵ所。 

－ サイドロールバー（あるいはフロントロールバー）の支柱１本につき

１ヵ所。 

－ リアストラットの支柱１本につき１ヵ所。 

①各支柱の車体への取付板は、面積６０ｃｍ２、板厚２.５ｍｍ以上を有す

ること。この取付板は支柱に溶接されていなくてはならない。 

②車体側の補強板は、面積１２０ｃｍ２、板厚３.０ｍｍ以上を有し、第５

－６図（この場合、溶接は不要）、第５－７図～第５－２０図（この場合、

全周を溶接すること）に示すように取付けること。 

③各支柱と車体との結合には、上記①②の取付板および補強板を用い、下

記に従い取付けること。その際の取付方法については次の通りとする。

Ａ．～Ｂ． （略） 

④ （略） 

８）～１０） （略） 

１.４） （略） 

第２条 一般改造規定 

第１章一般規定、本章の安全規定および本章の一般改造規定で課せられている以

外、すべての改造は禁止される。車両の構成要素は当初の機能を保持しなければな

らない。本規定によって許可されていないすべての改造は、明確に禁止される。 

改造の範囲や許可される取付けは下記（第３条～第９条）に規定される。 

第３条 エンジン 

１）～６）（略） 

７）ロールバーの車体への最少取付け点数： 

－ メインロールバーの支柱１本につき１ヵ所。 

－ サイドロールバー（あるいはフロントロールバー）の支柱１本につき

１ヵ所。 

－ リアストラットの支柱１本につき１ヵ所。 

①各支柱の車体への取付板は、面積６０ｃｍ２、板厚２.５ｍｍ以上を有す

ること。この取付板は支柱に溶接されていなくてはならない。 

②車体側の補強板は、面積１２０ｃｍ２、板厚３.０ｍｍ以上を有し、第５

－６図（この場合、溶接は不要）、第５－７図～第５－２０図（この場合、

全周を溶接すること）に示すように取付けること。 

③各支柱と車体との結合には、上記７）の取付板および補強板を用い、下

記８）に従いボルトオンにて取付けること。その際の取付方法について

は次の通りとする。 

Ａ．～Ｂ． （略） 

④ （略） 

８）～１０） （略） 

１.５） （略）

１.６）けん引用穴あきブラケット 

（略） 

第２条 一般改造規定 

第１章一般規定、本章の安全規定および本章の一般改造規定で課せられている以

外、すべての改造は禁止される。車両の構成要素は当初の機能を保持しなければな

らない。本規定によって許可されていないすべての改造は、明確に禁止される。 

改造の範囲や許可される取付けは下記（第３条～第９条）に規定される。 

なお、当該車両について分解整備（原動機、動力伝達装置、走行装置、操縦装置、

制動装置、緩衝装置または連結装置を取外して行う車両の整備または改造であって

道路運送車両法施行規則（昭和２６年運輸省令第７４号）第３条で定めるものをい

う。）をしたときは、遅滞なく点検整備記録簿に整備の概要等を記載しなければなら

ない。ただし、分解整備事業者が当該分解整備を実施したときは、この限りではな

い。 

第３条 エンジン 
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３.１）エンジンおよび補機 

３.１.１）フライホイール （略）  

３.１.２）エンジンマウントおよびギアボックスマウント 

取付けマウントのラバー部材は、材質および形状の変更を含み加工および変更

することができる。ブラケットの形状、取付け位置、取付け軸は変更しないこと。

３.１.３）～３.１.５） （略）

３.２）～３.３） （略） 

３.４）冷却系統 

３.４.１）ラジエター：ラジエター本体（キャップを含む）ならびに導風板および

ダクトを変更、装着および取付け位置を変更することができる。ただし、配管を

含み車体から突出しないこと。なお、取付け位置の移動は当初設置されていたコ

ンパートメント内（エンジンルーム、トランク）とする。 

３.４.２）～３.４.６） （略） 

３.５）電子制御装置 

変更は許されるが、変更されたユニットは当初のものと完全に互換性がなけれ

ばならない。すなわち、いかなる場合であっても当該ユニットを量産ユニットと

交換してエンジンが正常に稼働しなければならず、入力側のセンサーおよびアク

チュエーターはその機能を含み、メーカーラインオフ状態の仕様と同一であるこ

と。 

第４条 シャシー 

４.１）最低地上高：９ｃｍとする。ただし、アンダーカバー等の装着車両の当該部

位は５ｃｍとする。また、車両の１つの側面のすべてのタイヤの空気が抜けた

場合であっても、車両のいかなる部分も地表に接してはならない。このテスト

は出走状態で（ドライバーが搭乗し）平坦な面上で行われる。

４.２）～４.４） （略）

第５条 駆動装置 

５.１） （略）

５.２）トランスミッション： （略） 

５.２.１）シフトレバーおよびシフトノブ 

（略） 

５.３）～５.４） （略） 

３.１）エンジンおよび補機 

３.１.２）フライホイール （略）  

３.１.１）エンジンマウントおよびミッションマウント 

エンジンマウントブッシュおよびミッションマウントブッシュは、材質および

形状の変更を含み加工および変更することができる。ただし、カーボン材は使用

してはならず、ブラケットの形状、取付け位置、取付け軸は変更しないこと。 

３.１.３）～３.１.５） （略）

３.２）～３.３） （略） 

３.４）冷却系統 

３.４.１）ラジエター：ラジエター本体ならびに導風板およびダクトを変更、装着

および取付け位置を変更することができる。ただし、配管を含み車体から突出し

ないこと。なお、取付け位置の移動は当初設置されていたコンパートメント内（エ

ンジンルーム、トランク）とする。 

３.４.２）～３.４.６） （略） 

第４条 シャシー 

４.１）最低地上高：９ｃｍとする。ただし、アンダーカバー等の装着車両の当該部

位は５ｃｍとする。 

４.２）～４.４） （略）

第５条 駆動装置 

５.１） （略）  

５.２）トランスミッション： （略） 

５.２.１）変速レバーおよびシフトノブ 

（略） 

５.３）～５.４） （略） 
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第６条 制動装置 

６.１）パッドおよびブレーキシューは材質変更を含み交換、変更は許される。ただ

し、カーボン材（カーボン１００％）は使用しないこと。 

６.２）マスターシリンダー、ホイールシリンダー、倍力装置、ブレーキカム、ブレ

ーキドラム、ディスクブレーキのキャリパー、ローター、配管（パイプ、ホース

等）、取付け具等の補強装置を変更することができる。

６.３）マスターシリンダーストッパーを追加することができる。

６.４）駐車ブレーキを含み、ドラムブレーキをディスクブレーキに、またはディス

クブレーキをドラムブレーキに変更および作動機構、操作装置（ペダル、レバー

等）の変更は行わないこと。 

６.５）バックプレート：保護用プレートは変更および取外すことができる。

６.６）その他：ブレーキディスクやホイールに集積した泥をかき出す装置を追加

しても良い。ブレーキキャリパー内のピストンの背後にノックバック防止を目的

としたスプリングの追加が許される。 

第７条 サスペンション 

７.１）スプリング： 

数は、スプリングを連続して取付けることを条件として自由。長さ、コイルの

巻数、ワイヤーの直径、外径、スプリングの種類、スプリングシートの形状（車

高調整機能を含む）とともに自由。ただし、下記に従うこと。 

①～⑥ （略） 

７.２）～７.４） （略）

第８条 （略） 

第９条 車体 

第６条 制動装置 

パッドおよびライニングの材質を変更することができる。ただし、カーボン材（カ

ーボン含有率がすべてを占めるもの）は使用しないこと。マスターシリンダー、ホ

イールシリンダー、倍力装置、ブレーキカム、ブレーキドラム、ディスクブレーキ

のキャリパー、ローター、配管（パイプ、ホース等）、取付け具等の補強装置を変更

することができる。また、マスターシリンダーストッパーを追加することができる。

ただし、駐車ブレーキを含み、ドラムブレーキをディスクブレーキに、またはディ

スクブレーキをドラムブレーキに変更および作動機構、操作装置（ペダル、レバー

等）の変更は行わないこと。バックプレートは変更および取外すことができる。 

第７条 サスペンション 

材料の追加によるサスペンションおよびその取付け部の補強を認める。サスペン

ションの補強部が、中空体を作ることになってはならない。部分的であっても、全

体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペンション部材は

禁止される。 

７.１）スプリング： 

数は、スプリングを連続して取付けることを条件として自由。長さ、コイルの

巻数、ワイヤーの直径、外径、スプリングの種類、スプリングシートの形状とと

もに自由。ただし、下記に従うこと。 

スプリングの形状は、調整できる構造部分がスプリングシートの一部で、当初

のサスペンション部分または車体部分から分離している（取外せる）場合、スプ

リングシートは調節できるものであっても良い。 

①～⑥ （略） 

７.２）～７.４） （略）

第８条 （略） 

第９条 車体 
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車体まわりおよび車室内に追加・変更等する蓋然性が高く、安全の確保および公

害の防止上支障がない第４編細則に定める「アクセサリー等の自動車部品」の取付

け、取外し、変更が許される。 

９.１）～９.２） （略） 

９.３）補強：車体（排気系を含み）、ならびにサイドシル・各メンバー・懸架部分（バ

ネ上）の補強は、使用される材料が当初の形状に沿い、それに接触しているならば許

される。

ただし、補強によって標準部品の取付けに影響があってはならない。

また、補修を目的とした修正加工は許される。 

９.３.１）材料の追加によるサスペンションおよびその取付け部の補強を認める。

サスペンションの補強部が、中空体を作ることになってはならない。部分的であ

っても、全体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペン

ション部材は禁止される。 

９.３.２）タワーバー：メーカーラインオフ時に当初から装着されているタワーバ

ーについては、変更および加工することができる。ただし、変更および加工、ま

た新たに取り付ける場合、タワーバー取付け点は、フロント部では左右のサスペ

ンションタワー２点の他、車体への取付け点は２点までとし、リア部では左右の

サスペンションタワー上部２点のみとする。取り付けは、ボルトによって取付け

ること。 

フロントタワーバーについては、マスターシリンダーストッパーとの結合、ま

たは一体化でも許される。 

リアについては、その取付けに当り内張りを改造する場合は最小限にとどめる

こと。 

なお、同一車両型式に当該部品が装着されていないものがある場合にのみ、取

外すことができる。 

９.３.３）ロア補強バー：メーカーラインオフ時に当初から装着されているロアア

ーム補強バーについては、変更および加工することができる。また、新たに装着

する場合、左右のロアアーム取付け部を使用し、ボルトオンで取付けることがで

きる。なお、同一車両型式に当該部品が装着されていないものがある場合にのみ、

取外すことができる。 

９.３.４）マッドフラップ：マッドフラップは以下の条件の下で装着することができ

る。 

－ 柔軟な材質で作られていなくてはならない。 

－ 排気管等に干渉してはならず、車体外側表面部位は外側に向けて尖ってい

車体まわりに追加・変更等する蓋然性が高く、安全の確保および公害の防止上支

障がない第４編付則に定める「アクセサリー等の自動車部品」の取付け、取外し、

変更が許される。 

９.１）～９.２） （略） 

９.３）補強：車体（排気系を含み）、ならびにサイドシル・各メンバー等の空洞部

を補強することができる（第５－４８図）。 

ただし、使用される材料が当初の形状に沿い、またそれと接触しており、補強

によって標準部品の取付けに影響があってはならない。（第５－４９図） 

９.３.１）アッパータワーバー：変更および加工することができる。ただし、タワ

ーバー取付け点は、フロント部では左右のサスペンションタワー２点の他、車体

への取付け点は２点までとし、リア部では左右のサスペンションタワー上部２点

のみとする。また、新たに装着する場合、ボルトによって取付けることができる。

なお、同一車両型式に当該部品が装着されていないものがある場合にのみ、取外

すことができる。 

９.３.２）ロアタワーバー：変更および加工することができる。また、新たに装着

する場合、左右のロアアーム取付け部を使用し、ボルトオンで取付けることがで

きる。なお、同一車両型式に当該部品が装着されていないものがある場合にのみ、

取外すことができる。 

９.３.３）水／泥はねよけ：水／泥はねよけ［マッドガード、センターフラップ含

む］を装着し、柔軟な部位は最低地上高１０ｃｍ以下に位置することができる。

ただし、排気管等に干渉してはならず、車体外側表面部位は外側に向けて尖って

いたり、鋭い部分がないこと。 
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たり、鋭い部分がないこと。 

－ それらは各ホイールの少なくとも全幅を覆っていなくてはならないが、前

輪、後輪の後方ではマッドフラップに覆われていない部分が車両の幅の１

／３以上あること（第５－３７図を参照）。 

［第５－３７図］ 

－ リアホイールの前方のマッドフラップの左右の間には、少なくとも２０ｃ

ｍの隙間がなくてはならない。 

－ これらのマッドフラップの底部は、車両に誰も乗車せず、停止した状態で、

地表から１０ｃｍ以上の所にあってはならない。 

－ 垂直投影面にあって、これらのマッドフラップは車体から突出していては

ならない。 

前方へのはねを防ぐためのマッドフラップは、柔軟な材質で作られ、競技の特

別規則書がそれらを認めるか、要請する時に車両の前部へ取付けることができ

る。それらは、車両の全幅より突出していてはならず、また当初の全長より１０

ｃｍ以上長いものであってはならない。また、フロントホイールの前方ではマッ

ドフラップに覆われていない部分が車両の幅の少なくとも１／３以上なければ

ならない。 

９.３.５）アンダーガード：車体下部を保護することを目的とした空力効果を生じ

ない取り外し可能な保護体を取付けることが許される。 

９.３.５）ジャッキ：ジャッキアップポイントの補強、移動、追加は認められるがあ

くまでもその改造はジャッキアップポイントとしての目的に限られる。 

９.３.４）アンダーガード：エンジン、ミッション、デフ、ブレーキ、燃料タンク

および配管・配線のガードを取付けることができる。 
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９.４）車体内部

９.４.１）コクピット：次の付属品のみ取付けが許される。スペアコンプリートホ

イール、工具、安全装置。

９.４.２）換気装置：オリジナルの換気装置（デフロスター、ヒーター）を保持し

なければならない。 

９.４.３）内装：運転席に乗車し車室内の見える範囲のすべての部品は削除するこ

とができない。ただし、下記に記載されたものを除く。 

①～④ （略） 

⑤２ボックス車の着脱式リアシェルフは取外しても良い。 

９.４.４）ステアリングホイール：下記の条件を満たしたものと交換することがで

きる。 

①～④ （略） 

９.４.５）フットレスト・ペダルカバーおよびヒールプレート等：装着することが

できる。ただし、確実に取付けること。 

９.４.６）追加アクセサリー： 

車両の美観または居住性に関する付属品（照明、暖房、ラジオ等）といった、

車両の動きにいかなる影響も及ぼさないものはすべて、制限なく認められる。 

ただし、これらの付属品が、例え間接的であっても、エンジン、ステアリング、

強度、トランスミッション、ブレーキ、ロードホールディングの効率に影響を及

ぼすことがないという条件の下に限る。 

グローブボックスに追加区画を設けたり、ドアにポケットを追加することがで

きる。ただし、オリジナルのパネルを使用すること。 

９.４.７）一般消耗品：次の消耗品は、変更（同等品）が許される。 

オイルフィルター、ワイパーブレード、バルブ等。 

９.４.８）障害者用操作装置 （略） 

９.４.９）座席： 座席を変更する場合は下記の規定を満たすこと。変更の有無に拘

わらず乗車定員分の座席を有すること。 

９.４）車体内部：車室内に追加・変更等する蓋然性が高く、安全の確保および公害

防止上支障がない第４付則に定める「アクセサリー等の自動車部品」の取付け、

取外し、変更は許される。 

９.４.１）コクピット：次の付属品のみ取付けが許される。スペアコンプリートホ

イール、工具、安全装置、通信装置。 

コクピット内に位置するヘルメットと工具の収納容器は、非可燃性の材質で作

られていなければならない。それは火災の場合に有毒ガスを発生してはならな

い。 

９.４.２）内装：運転席に乗車し車室内の見える範囲のすべての部品は削除するこ

とができない。ただし、下記に記載されたものを除く。 

①～④ （略） 

９.４.３）ステアリングホイール：外径（最大径）３５０ｍｍ以上のもので、下記

の条件を満たしたものと交換することができる。 

①～④ （略） 

９.４.４）ペダルカバーおよびヒールプレート：装着することができる。ただし、

確実に取付けること。 

９.４.７）障害者用操作装置 （略）  

９.４.５）座席：ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項の基準に従ったも

の、または日本工業規格（ＪＩＳ Ｄ４６０６、ＪＩＳ Ｄ４６０９、ＪＩＳ Ｄ４

６１０、ＪＩＳＤ１２０１）に則って製造されたものの使用を推奨する。 

また、座席を変更する場合は下記の規定を満たすこと。 



20 

①～⑥ （略） 

なお、変更する座席および座席取り付け装置は、上記のほかにＦＩＡ国際モー

タースポーツ競技規則付則Ｊ項第２５３条を満たしたものであることが望まし

い。 

９.４.１０） （略） 

第６章 スピードＳＡＸ車両規定 

（略） 

第７章 スピードＢ車両規定 

第１条 安全規定

１.１）～１.３） （略）

１.４）～１.５） （略） 

第２条 ～第３条 （略） 

第８章 スピードＳＣ車両規定 

第１条 安全規定 

１.１）配管類 

１.１.１）配管類の保護 

燃料およびオイルとブレーキ配管は、外部から損傷を受けぬよう（飛石、腐触、

機械的損傷等）、すべてを考慮して保護策をとらねばならない。また、室内には絶

対に火災および損傷を発生させない配慮を必要とする。 

量産車の装備がそのまま維持される場合は追加の防護は任意。防音材および防

①～⑥ （略） 

なお、変更する座席および座席取り付け装置は、上記のほかにＦＩＡ国際モー

タースポーツ競技規則付則Ｊ項第２５３条を満たしたものであることが望まし

い。 

９.４.６） （略） 

第６章 スピードＳＡＸ車両規定 

（略）

第７章 スピードＢ車両規定 

第１条 安全規定 

１.１）～１.３） （略） 

１.４）消火器 

（略） 

１.５）～１.６） （略） 

１.７）けん引用穴あきブラケット 

（略） 

第２条 ～第３条 （略） 

第８章 スピードＳＣ車両規定 

第１条 安全規定 

改造および付加物の取付けなどにより競技会技術委員長が安全でない車両と判

断した場合、その指示に従わなければならない。安全確保の見地から、その事例は

「ＪＡＦ ＭＯＴＯＲ ＳＰＯＲＴＳ」誌上に広報される場合がある。 

１.１）配管および配線 

すべての配管、配線は暫定的な物であってはならず、グロメット、コネクター、

クランプなどを含め十分安全性の高いものにしなければならない。車室内を通る

燃料、冷却水、ブレーキ、クラッチ等の各パイプは保護カバーを取付けること。

金属メッシュのカバーも許される。 
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振材等を取り除くことにより配管や配線類が露出する場合には適切なる防護策

を講じなければならない。 

燃料配管について、金属部品が絶縁部品によってボディシェルから隔離されて

いる場合は、ボディシェルと電気的に接続されていなければならない。 

１.１.２）仕様および取付け 

量産の装備が保持されない場合は以下の適用が義務付けられる。 

１.１.２.１）液体用配管の取り付け： 

１.１.２.１.１）冷却水または潤滑油を収容する配管：車室外部になくてはならな

い。 

１.１.２.１.２）燃料または油圧液を収容する配管：車室を通過してよいが、第７

－１図および第８－２図に従った前後の隔壁部分とブレーキ回路およびクラッ

チ液回路を除き、車室内部にいかなるコネクターも有さないこと。 

１.１.２.２）液体用配管の仕様： 

燃料配管、潤滑油配管および加圧される油圧液を収容する配管の取り付け具は

下記の仕様に従って製造されていなくてはならない。柔軟なものである場合、こ

れらの配管はネジ山のついたコネクター、はめ込み式のコネクター、あるいは自

動的に密閉されるコネクターと、摩擦と炎に耐え得る（燃焼しない）外部網材を

有していなくてはならない。 

１.１.２.２.１）燃料配管の仕様（インジェクターへの連結部を除く）：１３５℃

（２５０゜Ｆ）の最低作動温度で７ＭＰａ（７０ｂａｒ／１０００ｐｓｉ）の最

低破裂圧力を有していなくてはならない。 

１.１.２.２.２）潤滑油の配管の仕様：２３２℃（４５０゜Ｆ）の最低作動温度で

７ＭＰａ（７０ｂａｒ／１０００ｐｓｉ）の最低破裂圧力を有していなくてはな

らない。 

１.１.２.２.３）加圧下にある油圧液を収容する配管の仕様：232℃（450゜Ｆ ）の

最低作動温度で最低破裂圧力２８ＭＰａ（２８０ｂａｒ／４０００ｐｓｉ）を有

しなくてはならない。 

油圧システムの作動圧力が１４ＭＰａ（１４０ｂａｒ／２０００ｐｓｉ）を超

える場合は、作動圧力の少なくとも倍の破裂圧力を有していなくてはならない。
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[第８－１図] 

[第８－２図]

１.２）配線 

すべての配線は暫定的な物であってはならず、グロメット、コネクター、クラン

プなどを含め十分安全性の高いものにしなければならない。

１.３）～１.４） （略）

１.５）ロールケージ 

すべての車両に６点式以上のロールケージの装着を義務付ける。斜行部材（斜

行バー）及びドアバーは必ず取り付けること。ただし、ジムカーナ競技には運

転席側ドアバーは適用されない。 

材質はスチールとし下記の規定に従うこと。 

１）高電圧部位及びその配線などに接触の恐れがないように取り付けること。

２）ロールバーを取付けた状態における乗車装置は、座席面上で座席前端より

２００ｍｍの点から背もたれに平行な天井（ロールバーが頭部付近にある場

合はロールバー）までの距離が８００ｍｍ以上であること。 

３）乗員の頭部等を保護するため、頭部等に接触する恐れのあるロールバーの

部位は、緩衝材で覆われていること。 

４）乗員が接触する恐れのあるロールバーは、半径３.２ｍｍ未満の角部を有さ

１.２）～１.３） （略）

１.４）ロールケージ 

すべての車両に６点式以上のロールケージの装着を義務付ける。ロールケージ

の取付けについては、２００７年以降の第１編レース車両規定第４章「公認車両

および登録車両に関する安全規定」に従うこと。 

ただし、ジムカーナ競技には同規定６.３.３.５.２）の運転席側ドアバーは適

用されない。 

また、取り付けの際は、高電圧部位及びその配線などに接触の恐れがないよう

に取り付けること。 
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ないものであること。 

５）ロールバーを取付けることにより、前方視界およびバックミラーによる視

界を妨げるものでないこと。 

６）ロールバーを取付けることにより乗員の乗降を妨げるものでないこと。 

７）ロールバーの車体への最少取付け点数： 

－ メインロールバーの支柱１本につき１ヵ所。 

－ サイドロールバー（あるいはフロントロールバー）の支柱１本につき

１ヵ所。 

－ リアストラットの支柱１本につき１ヵ所。 

①各支柱の車体への取付板は、面積６０ｃｍ２、板厚２.５ｍｍ以上を有す

ること。この取付板は支柱に溶接されていなくてはならない。 

②車体側の補強板は、面積１２０ｃｍ２、板厚３.０ｍｍ以上を有し、第８

－３図（この場合、溶接は不要）、第８－４図～第８－１７図（この場合、

全周を溶接すること）に示すように取付けること。 

③各支柱と車体との結合には、上記①②の取付板および補強板を用い、下

記に従い取付けること。その際の取付方法については次の通りとする。

Ａ．直径８ｍｍ以上（４Ｔ以上）のボルトを３本以上使用し、緩み止め

効果のあるナット（ワッシャ／セルフロッキング等）で、支柱の周

辺に分散して取付ける。（第８－３図～第８－１７図） 

Ｂ．溶接により取り付ける場合、車体あるいは骨組み（フレーム）に溶

接して取り付ける。ロールバーの脚部取り付け板は、補強板無しで、

直接ボディシェルに溶接してはならない。すべての溶接部は十分な

溶融の深さを達成し、十分な品質を保証できる溶接技術が適用され

ていること（アーク溶接、とりわけヘリアーク溶接が望ましい）。溶

接は、たとえ外観が良好でも、必ずしも内部まで適切に溶融してい

るとは限らない、まして外部から見て不十分な場合、絶対に優れた

溶接が行われたとは判断できない。熱処理鋼材を使用するときは、

製造者の指示を充分に守らねばならない（特殊溶接棒やヘリウムガ

ス使用の溶接法がある）。最も注意すべき点は熱処理鋼材あるいはハ

イカーボン非合金鋼が、溶接によって強度（屈曲する）と伸び率が

低下する傾向を有することである。Ａ.およびＢ.の取り付け方法は

最少限を示すものである。ボルトの数を増加することや取り付け点

の数を増やすことは許される。また、ロールケージを取り付けるた

めにヒューズボックスを移動することは許される。 
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④非鋼鉄製の車体の場合、車体上に補強板を接着することのみ許される。

    [第８－３図]           [第８－４図]           [第８－５図]

[８－６図]    [８－７図]     [８－８図]    [８－９図]  [８－１０図] 

[８－１１図]                [８－１２図] 

[８－１３図]           [８－１４図]       [８－１５図] 
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[８－１６図]      [８－１７図] 

８）ロールバーの寸法： 

ロールバーは、最小寸法３８ｍｍ(直径)×２.５ｍｍまたは、４０ｍｍ（直

径）×２ｍｍ（肉厚）以上の継ぎ目のない１本のパイプを使用すること。 

９）取り外し可能な連結金具： 

取り外し可能な部材が、ロールケージの構造として用いられている場合に

は、使用される取り外し可能な連結具はＦＩＡにより承認された方式、ある

いはそれに相当する方式に従っていなくてはならない（第８－１８図～第８

－２８図参照）。それらは溶接されていてはならない。ネジおよびボルトは、

ＩＳＯ規格の８.８または、４Ｔ以上のものでなくてはならない。 

[８－１８図]           [８－１９図] 
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[８－２０図]         [８－２１図] 

[８－２２図] 

[８－２３図] 

[８－２４図] 
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[８－２５図]            [８－２６図] 

[８－２７図]            [８－２８図] 

１０）ロールケージの一部補強：第１編レース車両規定第４章「公認車両および

登録車両に関する安全規定６.３.２.１.）の第４－９図～第４－４２Ａ図の

示す補強は許される。 

１.６）ウインドシールド 

車両の前面ウインドシールドは合わせガラスを備えていること。上端からガラ

ス面に沿って１０ｃｍの幅で幻惑防止処置を施すことができる。 

１.７）サーキットブレーカー（主電源回路開閉装置）

イグニッションスイッチおよび燃料ポンプスイッチの位置が確認できるよう

に黄色で明示すること。また、運転席から操作および車外から操作できるすべて

の回路を遮断する各々独立したサーキットブレーカー（主電源回路開閉装置）を

装着しなければならず、これはエンジンを停止することのできるものであるこ

と。その場所は外部から容易に確認できる位置とし、赤色のスパークを底辺が最

小１０ｃｍ以上の青色の三角形で囲んだ記号で表示すること。 

サーキットブレーカーの車外操作部はフロントウインドシールド支持枠の下

１.５）けん引装置 

（略） 

１.６）ウインドシールド 

上端からガラス面に沿って１０ｃｍの幅で幻惑防止処置を施すことができる。

１.７）サーキットブレーカー（主電源回路開閉装置）

イグニッションスイッチおよび燃料ポンプスイッチの位置が確認できるよう

に黄色で明示すること。また、運転席から操作および車外から操作できるすべて

の回路を遮断する各々独立したサーキットブレーカー（主電源回路開閉装置）を

装着しエンジンを停止することのできるものであること。その場所は外部から容

易に確認できる位置とし、赤色のスパークを底辺が最小１０ｃｍ以上の青色の三

角形で囲んだ記号で表示すること。 

サーキットブレーカーの車外操作部はフロントウインドシールド支持枠の下

方付近であること。 
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方付近であること。 

１.８）燃料タンク

自動車製造者がその型式に、標準仕様として取付けたものとし、変更する場合

はＪＡＦまたはＦＩＡ公認の安全燃料タンクの使用が義務づけられる。 

コレクタータンクを別に装着する場合は最大２ℓまでとする。容量はコレクタ

ータンクを含み最大４２ℓ とする。燃料タンクは当初の位置あるいは荷物室に取

付けることが許される。漏出した燃料が車室内に滞留しない構造であること。ま

た、荷物室に設置した場合、非燃性材料により隔壁を取付けなければならない。

当初の燃料タンクの移動によって生じた空間部をはめ板でふさぐことは許される

が、空力的効果が生じないこと。注入口の位置、寸法ならびに注入口のキャップ

は車体の線を超えて突出することのなく車内に燃料が漏れて流出することが防止

されるならば変更できる。この注入口は窓枠に位置してもよい。 

１.９）～１.１４） （略）

第２条 （略）

第３条 エンジン 

３.１）エンジン 

３.１.１）～３.１.２） （略） 

３.１.３）気筒容積 

気筒容積の変更は搭載しているエンジンが所属する気筒容積別クラスの限度

まで許される。即ち、自然吸気ピストンエンジンは当該気筒容積別クラスの限度

まで変更することができ、過給装置付エンジンは第１章７.２）の係数を乗じそれ

によって得られた値に相当するクラスの限度まで下記の通り変更することがで

きる。 

①自然吸気ピストンエンジン搭載車両の場合、別車種のエンジン（本章３条３.

１.１）による）搭載如何に拘わらず、搭載しているエンジンの気筒容積が所

属する気筒容積別クラス（第１編レース車両規定第３章１.９）の範囲内であ

れば、上限もしくは下限まで変更することができるが、所属する気筒容積別ク

ラス区分の範囲を超えて他の気筒容積別クラスに移行することはできない。 

１.８）消火装置 

自動消火装置の搭載を推奨する。 

１.９）燃料タンク

自動車製造者がその型式に、標準仕様として取付けたものとし、変更する場合

はＪＡＦまたはＦＩＡ公認の安全燃料タンクの使用が義務づけられる。 

コレクタータンクを別に装着する場合は最大２ℓ までとする。容量はコレクタ

ータンクを含み最大４２ℓ とする。燃料タンクは当初の位置あるいは荷物室に取

付けることが許される。漏出した燃料が車室内に滞留しない構造であること。ま

た、荷物室に設置した場合、難燃性材料により隔壁を取付けなければならない。

当初の燃料タンクの移動によって生じた空間部をはめ板でふさぐことは許され

るが、空力的効果が生じないこと。注入口の位置、寸法ならびに注入口のキャッ

プは車体の線を超えて突出することのなく車内に燃料が漏れて流出することが

防止されるならば変更できる。この注入口は窓枠に位置してもよい。 

１.１０）座席 

後部の座席を取外すこと。

１.１１）～１.１６） （略）

第２条 （略） 

第３条 エンジン 

３.１）エンジン 

３.１.１）～３.１.２） （略） 

３.１.３）気筒容積 

気筒容積の変更は搭載しているエンジンが所属する気筒容積別クラスの限度

まで許される。即ち、自然吸気ピストンエンジンは当該気筒容積別クラスの限度

まで変更することができ、過給装置付エンジンは各々の係数を乗じそれによって

得られた値に相当するクラスの限度まで下記の通り変更することができる。 

①自然吸気ピストンエンジン搭載車両の場合、別車種のエンジン（当該車両と

同一製造者の公認もしくは登録車両が搭載しているエンジン）搭載如何に拘

わらず、搭載しているエンジンの気筒容積が所属する気筒容積別クラス（第

１編レース車両規定第３章１.９）の範囲内であれば、上限もしくは下限まで

変更することができるが、所属する気筒容積別クラス区分の範囲を超えて他

の気筒容積別クラスに移行することはできない。 
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②過給装置付エンジン搭載車両の場合、別車種のエンジン（本章３条３.１.

１）による）搭載如何に拘わらず、搭載しているエンジン排気量を１.７倍し

た値の気筒容積が所属する気筒容積別クラス（第１編レース車両規定第３章

１.９）の範囲内であれば、上限もしくは下限まで変更することができるが、

所属する気筒容積別クラス区分の範囲を超えて他の気筒容積別クラスに移行

することはできない。 

③上記①、②による気筒容積は、その車両の実際の気筒容積とみなされ、最低重

量についても適用される。 

３.１.４）～３.１.１１） （略） 

３.１.１２）燃料供給装置 

自由。燃料ポンプを含む。ただし、燃料ポンプは室内に取り付けることは許さ

れない。

３.１.１３）～３.１.１７） （略） 

３.１.１８）その他の要素 

プーリー類、ベルト：自由。 

３.１.１９） （略）

３.２）冷却系統 

３.２.１）～３.２.３） （略）

３.２.４）ウォーターポンプ 

自由。 

３.３） （略） 

第４条 シャシー 

４.１）最低重量： 

（略） 

４.１.１）ジムカーナ競技に参加する車両（舗装路面で行うその他の種目を含む）

４.１.１.１）２輪駆動車 

当該自動車製造者発行のカタログに記載された主要諸元一覧表の車両重量か

ら２００ｋｇ減量された値とする。 

なお、本章第３条３.１.１）に基づくエンジンの変更を行った車両は、下記の

内、何れか重量が重い方の値から、２００ｋｇ減じた値とする。 

②過給装置付エンジン搭載車両の場合、別車種のエンジン（当該車両と同一製

造者の公認もしくは登録車両が搭載しているエンジン）搭載如何に拘わら

ず、搭載しているエンジン排気量を１.７倍した値の気筒容積が所属する気

筒容積別クラス（第１編レース車両規定第３章１.９）の範囲内であれば、上

限もしくは下限まで変更することができるが、所属する気筒容積別クラス区

分の範囲を超えて他の気筒容積別クラスに移行することはできない。 

３.１.４）～３.１.１１） （略） 

３.１.１２）燃料供給装置 

自由。 

３.１.１３）～３.１.１７） （略） 

３.１.１８）その他の要素 

ウォーターポンプおよび燃料ポンプ：自由。ただし車室内に燃料ポンプを取付

けることは許されない。 

プーリー類、ベルト：自由。 

３.１.１９） （略）

３.２）冷却系統 

３.２.１）～３.２.３） （略）

３.３） （略）

第４条 シャシー 

４.１）最低重量： 

（略） 

４.１.１）ジムカーナ競技に参加する車両（舗装路面で行うその他の種目を含む）

４.１.１.１）２輪駆動車 

過給器の有無に拘わらず、当該自動車製造者発行のカタログに記載された主要

諸元一覧表の車両重量から２００ｋｇ減量された値とする。 

なお、本章第３条３.１.１）に基づくエンジンの変更を行った車両は、過給器

の有無に拘わらず下記の内、何れか重量が重い方の値から、２００ｋｇ減じた値

とする。 
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（略） 

４.１.１.２）４輪駆動車 

当該自動車製造者発行のカタログに記載された主要諸元一覧表の車両重量か

ら１００ｋｇ減量された値とする。ただし、いかなるときでも１,２００ｋｇを最

下限重量とし、１,２００ｋｇより下回ってはならない。 

なお、本章第３条３.１.１）に基づくエンジンの変更を行った車両は、下記の

内、何れか重量が重い方の値から、１００ｋｇ減じた値とする。 

（略） 

４.１.２）ダートトライアル競技に参加する車両（非舗装路面で行うその他の種目

を含む） 

搭載しているエンジンの気筒容積に対し次表の最低重量を必要とする。 

（略） 

４.２） （略）

第５条 （略） 

第６条 制動装置 

６.１）ブレーキシステム 

変更および追加が許される。

６.２） （略）

第７条～第８条 （略） 

第９条 車体 

９.１）～９.６） （略）

９.７）オーバーフェンダー（ウイングエキステンション） 

車両の全幅から１０ｃｍの範囲であれば、車両各々の側面にオーバーフェンダ

ーを取付けることができ、また、フェンダーを拡幅すること、およびブリスター

フェンダーに交換することができる。車輪回転軸を通過する垂直線の前後に回転

（略） 

４.１.１.２）４輪駆動車 

過給器の有無に拘わらず、当該自動車製造者発行のカタログに記載された主要

諸元一覧表の車両重量から１００ｋｇ減量された値とする。ただし、いかなると

きでも１,２００ｋｇを最下限重量とし、１,２００ｋｇより下回ってはならな

い。 

なお、本章第３条３.１.１）に基づくエンジンの変更を行った車両は、過給器

の有無に拘わらず下記の内、何れか重量が重い方の値から、１００ｋｇ減じた値

とする。 

（略） 

４.１.２）ダートトライアル競技に参加する車両（非舗装路面で行うその他の種目

を含む） 

過給器の有無および本章第３条３.１.１）に基づくエンジンの変更の有無に拘

わらず、搭載しているエンジンの気筒容積に対し次表の最低重量を必要とする。

（略） 

４.２） （略）

第５条 （略）

第６条 制動装置 

６.１）ブレーキシステム 

自由。駐車ブレーキも自由とするが、左右同時且つ確実に作動しなくてはなら

ない。 

６.２） （略）

第７条～第８条 （略） 

第９条 車体 

９.１）～９.６） （略）

９.７）オーバーフェンダー（ウイングエキステンション） 

車両の全幅から１０ｃｍの範囲であれば、車両各々の側面にオーバーフェンダ

ーを取付けることができ、また、フェンダーを拡幅するブリスターフェンダーを

使用することができる。車輪回転軸を通過する垂直線の前後に回転軸中心から計

測して前方に３０°、後方に５０°以上の範囲においてタイヤが真上からはみ出
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軸中心から計測して前方に３０°、後方に５０°以上の範囲においてタイヤが真

上からはみ出してはならない。オーバーフェンダーは車体のシルエットから遊離

した形状であってはならず、横方向および後方から機械構造物が見えてはならな

い。タイヤが容易に取外せる形状であること（第８－２７図）。 

９.８）～９.９） （略）

９.１０）車体内部 

９.１０.１）座席 

シートおよびシートレールの変更および助手席の取外しは許される。シートを

変更した場合、取付け部等の強度は当初のものと同等以上であること。なお後部

座席は取り外すこと。

９.１０.２）～９.１０.１０） （略） 

第９章 スピードＤ車両規定 

スピードＳＡ車両規定、Ｂ車両規定およびスピードＳＣ車両規定の改造規定にお

ける改造範囲を超えて改造または製作された車両で、かつ車両の最低重量は４００

ｋｇとし、ホイールベース２００ｃｍ以上、トレッド１２０ｃｍ以上とする。 

第１条 安全規定     

タイヤ、プロペラシャフト、ドライブシャフトを除き、駆動装置は露出して 

いないこと。 

１.１）配管類 

１.１.１）配管類の保護 

してはならない。オーバーフェンダーは車体のシルエットから遊離した形状であ

ってはならず、横方向および後方から機械構造物が見えてはならない。タイヤが

容易に取外せる形状であること（第８－２図）。 

９.８）～９.９） （略）

９.１０）車体内部 

９.１０.１）座席 

シートおよびシートレールの変更および助手席の取外しは許される。シートを

変更した場合、取付け部等の強度は当初のものと同等以上であること。 

９.１０.２）～９.１０.１０） （略） 

第１０条 材質の制限 

メーカーラインオフ状態での装着（純正装着）および車体を除きカーボンの使

用は禁止される 

第９章 スピードＤ車両規定 

スピードＳＡ車両規定およびスピードＳＣ車両規定の改造規定における改造範

囲を超えて改造または製作された車両で、かつ車両の最低重量は４００ｋｇとし、

車両寸法は全幅２００ｃｍ以内、全長５００ｃｍ以内、ホイールベース２００ｃｍ

以上、トレッド１２０ｃｍ以上とする。 

第１条 安全規定 

タイヤ、プロペラシャフト、ドライブシャフトを除き、駆動する部分は露出して

いないこと。 

改造および付加物の取り付けなどにより競技会技術委員長が安全でない車両と

判断した場合、その指示に従わなければならない。安全性確保の見地から、その事

例は「ＪＡＦ ＭＯＴＯＲ ＳＰＯＲＴＳ」誌上に広報される場合がある。 

１.１）けん引用穴あきブラケット 

（略） 

１.１９）被覆線、電線または電気装置 

バッテリー、燃料ポンプなどのような被覆線、電線と電気装置の装備場所、材
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燃料およびオイルとブレーキ配管は、外部から損傷を受けぬよう（飛石、腐触、

機械的損傷等）、すべてを考慮して保護策をとらねばならない。また、室内には絶

対に火災および損傷を発生させない配慮を必要とする。 

量産車の装備がそのまま維持される場合は追加の防護は任意。防音材および防

振材等を取り除くことにより配管や配線類が露出する場合には適切なる防護策

を講じなければならない。 

燃料配管について、金属部品が絶縁部品によってボディシェルから隔離されて

いる場合は、ボディシェルと電気的に接続されていなければならない。 

１.１.２）仕様および取付け 

量産の装備が保持されない場合は以下の適用が義務付けられる。 

１.１.２.１）液体用配管の取り付け： 

１.１.２.１.１）冷却水または潤滑油を収容する配管：車室外部になくてはならな

い。 

１.１.２.１.２）燃料または油圧液を収容する配管：車室を通過してよいが、第７

－１図および第９－２図に従った前後の隔壁部分とブレーキ回路およびクラッ

チ液回路を除き、車室内部にいかなるコネクターも有さないこと。 

１.１.２.２）液体用配管の仕様： 

燃料配管、潤滑油配管および加圧される油圧液を収容する配管の取り付け具は

下記の仕様に従って製造されていなくてはならない。柔軟なものである場合、こ

れらの配管はネジ山のついたコネクター、はめ込み式のコネクター、あるいは自

動的に密閉されるコネクターと、摩擦と炎に耐え得る（燃焼しない）外部網材を

有していなくてはならない。 

１.１.２.２.１）燃料配管の仕様（インジェクターへの連結部を除く）：１３５℃

（２５０゜Ｆ）の最低作動温度で７ＭＰａ（７０ｂａｒ／１０００ｐｓｉ）の最

低破裂圧力を有していなくてはならない。 

１.１.２.２.２）潤滑油の配管の仕様：２３２℃（４５０゜Ｆ）の最低作動温度で

７ＭＰａ（７０ｂａｒ／１０００ｐｓｉ）の最低破裂圧力を有していなくてはな

らない。 

１.１.２.２.３）加圧下にある油圧液を収容する配管の仕様：232℃（450゜Ｆ ）の

最低作動温度で最低破裂圧力２８ＭＰａ（２８０ｂａｒ／４０００ｐｓｉ）を有

しなくてはならない。 

油圧システムの作動圧力が１４ＭＰａ（１４０ｂａｒ／２０００ｐｓｉ）を超

える場合は、作動圧力の少なくとも倍の破裂圧力を有していなくてはならない。

料または連結部がＭＩＬ規格に合致していない場合には、それらは次の漏洩を起

因しないように装備しなければならない。 

・燃料の累積 

・燃料のコクピット内への侵入 

・燃料と電線あるいは電気装置との接触。もし被覆線、電線あるいは電気装置が

コクピットを通り抜け、あるいはその内に設備されている場合にはそれらは防

漏材または防火材で完全に覆われていなければならない。 
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[第９－１図] 

[第９－２図] 

１.２）配線 

すべての配管、配線は暫定的な物であってはならず、グロメット、コネクター、

クランプなどを含め十分安全性の高いものにしなければならない。

１.３）ブレーキ 

１.３.１）同一のペダルによって作動する二重回路。ペダルは通常、すべてのホイ

ールに作動するものであること。制動装置のパイプに漏れもしくは欠陥が生じた

場合でも、ペダルは少なくとも２つのホイールに作動しなければならない。量産

車にこのシステムが取り付けられている場合は変更を必要としない。ペダルブラ

ケットの安全のための補強は許される。

１.３.２）駐車ブレーキ （略）

１.４）～１.５） （略）

１.６）ロールケージ

すべての車両に６点式以上のロールケージの装着が義務付けられる。（ただ

し、単座席、２座席レーシングカーを除く）。 

斜行部材（斜行バー）及びドアバーは必ず取り付けること。ただし、ジムカー

ナ競技には運転席側ドアバーは適用されない。 

１.５）ブレーキ 

同一のペダルによって作動する二重回路。ペダルは通常、すべてのホイールに

作動するものであること。制動装置のパイプに漏れもしくは欠陥が生じた場合で

も、ペダルは少なくとも２つのホイールに作動しなければならない。量産車にこ

のシステムが取り付けられている場合は変更を必要としない。ペダルブラケット

の安全のための補強は許される。 

１.６）駐車ブレーキ （略） 

１.３）～１.４） （略） 

１.２）ロールケージ

すべての車両に６点式以上のロールケージの装着が義務付けられる。（ただし、

単座席、２座席レーシングカーを除く）。 

ロールケージの取り付けについては、２００７年以降の第１編レース車両規定

の第４章「公認車両および登録車両に関する安全規定」に従うこと。アルミ製ロ

ールバーの使用は許されない。 
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材質はスチールとし下記の規定に従うこと。 

１）高電圧部位及びその配線などに接触の恐れがないように取り付けること。

２）ロールバーを取付けた状態における乗車装置は、座席面上で座席前端より

２００ｍｍの点から背もたれに平行な天井（ロールバーが頭部付近にある場

合はロールバー）までの距離が８００ｍｍ以上であること。 

３）乗員の頭部等を保護するため、頭部等に接触する恐れのあるロールバーの

部位は、緩衝材で覆われていること。 

４）乗員が接触する恐れのあるロールバーは、半径３.２ｍｍ未満の角部を有さ

ないものであること。 

５）ロールバーを取付けることにより、前方視界およびバックミラーによる視

界を妨げるものでないこと。 

６）ロールバーを取付けることにより乗員の乗降を妨げるものでないこと。 

７）ロールバーの車体への最少取付け点数： 

－ メインロールバーの支柱１本につき１ヵ所。 

－ サイドロールバー（あるいはフロントロールバー）の支柱１本につき

１ヵ所。 

－ リアストラットの支柱１本につき１ヵ所。 

①各支柱の車体への取付板は、面積６０ｃｍ２、板厚２.５ｍｍ以上を有す

ること。この取付板は支柱に溶接されていなくてはならない。 

②車体側の補強板は、面積１２０ｃｍ２、板厚３.０ｍｍ以上を有し、第９

－３図（この場合、溶接は不要）、第９－４図～第９－１７図（この場合、

全周を溶接すること）に示すように取付けること。 

③各支柱と車体との結合には、上記①②の取付板および補強板を用い、下

記に従い取付けること。その際の取付方法については次の通りとする。

Ａ．直径８ｍｍ以上（４Ｔ以上）のボルトを３本以上使用し、緩み止め

効果のあるナット（ワッシャ／セルフロッキング等）で、支柱の周

辺に分散して取付ける。（第９－３図～第９－１７図） 

Ｂ．溶接により取り付ける場合、車体あるいは骨組み（フレーム）に溶

接して取り付ける。ロールバーの脚部取り付け板は、補強板無しで、

直接ボディシェルに溶接してはならない。すべての溶接部は十分な

溶融の深さを達成し、十分な品質を保証できる溶接技術が適用され

ていること（アーク溶接、とりわけヘリアーク溶接が望ましい）。溶

接は、たとえ外観が良好でも、必ずしも内部まで適切に溶融してい

るとは限らない、まして外部から見て不十分な場合、絶対に優れた

なお、取り付けの際は高電圧部位を確認の上、当該部位に接触の恐れがないよ

うに取り付けること。 

１.２.１）前後方向の補強（側面防護のための）ドアバー

１本または複数の前後方向の部材を車両の両側に取り付けること。これらは取

り外し可能であってよい。側面防護部品は、できるだけ高い位置に設けなくては

ならないが、底部から測定して、ドア開口部の１／３より高い位置であってはな

らない。 
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溶接が行われたとは判断できない。熱処理鋼材を使用するときは、

製造者の指示を充分に守らねばならない（特殊溶接棒やヘリウムガ

ス使用の溶接法がある）。最も注意すべき点は熱処理鋼材あるいはハ

イカーボン非合金鋼が、溶接によって強度（屈曲する）と伸び率が

低下する傾向を有することである。Ａ.およびＢ.の取り付け方法は

最少限を示すものである。ボルトの数を増加することや取り付け点

の数を増やすことは許される。また、ロールケージを取り付けるた

めにヒューズボックスを移動することは許される。 

④非鋼鉄製の車体の場合、車体上に補強板を接着することのみ許される。

    [第９－３図]           [第９－４図]           [第９－５図]

[９－６図]    [９－７図]     [９－８図]    [９－９図]  [９－１０図] 

[９－１１図]                [９－１２図] 
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[９－１３図]           [９－１４図]       [９－１５図] 

[９－１６図]      [９－１７図] 

８）ロールバーの寸法： 

ロールバーは、最小寸法３８ｍｍ(直径)×２.５ｍｍまたは、４０ｍｍ（直

径）×２ｍｍ（肉厚）以上の継ぎ目のない１本のパイプを使用すること。 

９）取り外し可能な連結金具： 

取り外し可能な部材が、ロールケージの構造として用いられている場合に

は、使用される取り外し可能な連結具はＦＩＡにより承認された方式、ある

いはそれに相当する方式に従っていなくてはならない（第９－１８図～第９

－２８図参照）。それらは溶接されていてはならない。ネジおよびボルトは、

ＩＳＯ規格の８.８または、４Ｔ以上のものでなくてはならない。 
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[９－１８図]           [９－１９図] 

[９－２０図]         [９－２１図] 

[９－２２図] 

[９－２３図] 
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[９－２４図] 

[９－２５図]            [９－２６図] 

[９－２７図]            [９－２８図] 

１０）ロールケージの一部補強：第１編レース車両規定第４章「公認車両および

登録車両に関する安全規定６.３.２.１.）の第４－９図～第４－４２Ａ図の

示す補強は許される。 

１.６.１）単座席、２座席レーシングカーのロールバー （略） 

１.７）ウインドシールド 

クローズドボディーの車両の前面ウインドシールドは合わせガラスを備えて

いること。上端からガラス面に沿って10cmの幅で幻惑防止処置を施すことがで

きる。側面、後面のウインドシールドの材質は自由。 

１.２.２）単座席、２座席レーシングカーのロールバー （略） 

１.１２）ウインドシールド 

クローズドボディーの車両の前面ウインドシールドは合わせガラスを備えて

いること。側面、後面のウインドシールドの材質は自由。 
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１.８）サーキットブレーカー（主電源回路開閉装置） （略）

１.９）燃料タンク （略） 

１.１０）座 席 （略）

１.１１）ライト （略） 

１.１２）タイヤ （略）

１.１３）フェンダー （略） 

１.１４）排気系統 （略）

１.１５）車 室 （略）

１.１６）クローズドボディーの運転席側のドア （略） 

１.１７）バッテリー （略） 

１.１８）オイルキャッチ装置 

クローズドループブローバイシステムの車両を除き、オイルが流出することを

防ぐため確実な装置を備えなければならない。その装置の取付方法は、針金やテ

ープなどによる暫定的なものであってはならない。オイルキャッチタンクを使用

する場合は気筒容積２,０００ｃｃを含み、２,０００ｃｃまでの車両は最低２ℓ、

２,０００ｃｃを超える車両は最低３ℓ の容量を有さなければならない。この容

器は、プラスチック製または透明な窓を備えなければならない。 

１.１９）～１.２２） （略） 

第１０章 スピードＡＥ車両規定 

第１条 安全規定

１.１） （略）

１.２）ロールバー 

すべての車両に４点式以上のロールバーを装着することを推奨する。 

なお、オープンカーでジムカーナ競技に参加する場合は４点式以上、ダートト

ライアル競技に参加する場合は６点式以上のロールバーを取付けること。ロール

バーを装着する場合、材質はスチールとし下記の規定に従うこと。 

１）～６）（略） 

１.１７）サーキットブレーカー（主電源回路開閉装置） （略） 

１.７）燃料タンク （略）

１.８）座 席 （略）

１.９）ライト （略）

１.１０）タイヤ （略）

１.１１）フェンダー （略）

１.１３）排気系統 （略）

１.１４）車 室 （略）

１.１５）クローズドボディーの運転席側のドア （略）

１.１６）バッテリー （略） 

１.１８）消火装置 

自動消火装置の搭載を推奨する。 

１.２０）オイルキャッチ装置 

オイルが流出することを防ぐため確実な装置を備えなければならない。その装

置の取付方法は、針金やテープなどによる暫定的なものであってはならない。オ

イルキャッチタンクを使用する場合は気筒容積２,０００ｃｃを含み、２,０００

ｃｃまでの車両は最低２ℓ、２,０００ｃｃを超える車両は最低３ℓの容量を有さ

なければならない。この容器は、プラスチック製または透明な窓を備えなければ

ならない。 

１.２１）～１.２４） （略）

第１０章 スピードＡＥ車両規定 

第１条 安全規定 

１.１） （略） 

１.２）消火器 

（略） 

１.３）ロールバー 

すべての車両に４点式以上のロールバーを装着することを推奨する。 

なお、オープンカーでジムカーナ競技に参加する場合は４点式以上、ダートト

ライアル競技に参加する場合は６点式以上のスチール材のロールバーを取付け

ること。ロールバーを装着する場合、材質はスチールとし下記の規定に従うこと。

１）～６）（略） 
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７）ロールバーの車体への最少取付け点数： 

－ メインロールバーの支柱１本につき１ヵ所。 

－ サイドロールバー（あるいはフロントロールバー）の支柱１本につき１

ヵ所。 

－ リアストラットの支柱１本につき１ヵ所。 

①各支柱の車体への取付板は、面積６０ｃｍ２、板厚２.５mm以上を有するこ

と。この取付板は支柱に溶接されていなくてはならない。 

②車体側の補強板は、面積１２０ｃｍ２、板厚３.０ｍｍ以上を有し、第１０

－１図（この場合、溶接は不要）、第１０－２図～第１０－１５図（この場

合、全周を溶接すること）に示すように取付けること。 

③各支柱と車体との結合には、上記①②の取付板および補強板を用い、下記

に従いボルトオンにて取付けること。その際の取付方法については次の通

りとする。 

・直径８ｍｍ以上（４Ｔ以上）のボルトを３本以上使用し、緩み止め効果の

あるナット（ワッシャ／セルフロッキング等）で、支柱の周辺に分散して取

付ける。 

・メインロールバーの車体への取付板をＬ型にして既設の３点式安全ベルト

最下端部のボルトを用いることにより、とも締めすることは可能であり、そ

の場合当該ボルトは最少取付本数に含まれる。 

④～⑥ （略） 

８）～１４）（略） 

１.３）サーキットブレーカー 

サーキットブレーカーを装着する場合は、高電圧系の回路を改造することは許

されない。 

また、下記規定にしたがうこと。 

イグニッションスイッチおよび燃料ポンプスイッチは、その位置が確認できる

よう黄色で明示しなければならない。イグニッションスイッチおよび燃料ポンプ

スイッチを変更する場合、ＯＮの位置が上、ＯＦＦの位置が下になければならな

い。 

装着するサーキットブレーカーは、運転席および車外から操作できる１２Ｖ電

気回路を遮断する各々独立した放電防止型のサーキットブレーカー（１２Ｖ電源

回路開閉装置）とする。これらは１２Ｖ電気回路を遮断できるものであり、エン

ジン・電気モーターを停止することができるものであること。その場所は外部か

ら容易に確認できる位置とし、赤色のスパークを底辺が最小１２ｃｍの青色の三

７）ロールバーの車体への最少取付け点数： 

－ メインロールバーの支柱１本につき１ヵ所。 

－ サイドロールバー（あるいはフロントロールバー）の支柱１本につき１

ヵ所。 

－ リアストラットの支柱１本につき１ヵ所。 

①各支柱の車体への取付板は、面積６０ｃｍ２、板厚２.５mm以上を有するこ

と。この取付板は支柱に溶接されていなくてはならない。 

②車体側の補強板は、面積１２０ｃｍ２、板厚３.０ｍｍ以上を有し、第１０

－１図（この場合、溶接は不要）、第１０－２図～第１０－１５図（この場

合、全周を溶接すること）に示すように取付けること。 

③各支柱と車体との結合には、上記７）の取付板および補強板を用い、下記

８）に従いボルトオンにて取付けること。その際の取付方法については次の

通りとする。 

・直径８ｍｍ以上（４Ｔ以上）のボルトを３本以上使用し、緩み止め効果の

あるナット（ワッシャ／セルフロッキング等）で、支柱の周辺に分散して取

付ける。 

・メインロールバーの車体への取付板をＬ型にして既設の３点式安全ベルト

最下端部のボルトを用いることにより、とも締めすることは可能であり、そ

の場合当該ボルトは最少取付本数に含まれる。 

④～⑥ （略） 

８）～１４）（略） 

１.４）サーキットブレーカー 

イグニッションスイッチは、その位置が確認できるよう黄色で明示しなければ

ならない。 

サーキットブレーカーを装着する場合は、高電圧系の回路を改造することは許

されない。 

装着するサーキットブレーカーは、運転席および車外から操作できる１２Ｖ電

気回路を遮断する各々独立した放電防止型のサーキットブレーカー（１２Ｖ電源

回路開閉装置）とする。これらは１２Ｖ電気回路を遮断できるものであり、エン

ジン・電気モーターを停止することができるものであること。その場所は外部か

ら容易に確認できる位置とし、赤色のスパークを底辺が最小１２ｃｍの青色の三
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角形で囲んだ記号で表示すること。引くことにより機能する車外操作部を持つサ

ーキットブレーカーを運転席の反対側のフロントウインドシールド支持枠の下

方付近に設置すること。ただし、車両の構造上フロントウインドシールド支持枠

の下方付近に設置することが不可能な場合、運転席の反対側のセンターピラーあ

るいはクォーターピラーの外部から操作可能な位置に装着することが許される。

第２条 （略）

第３条 電気モーター、エンジン 

３.１）電気モーターおよびエンジン及びギアボックスマウント：電気モーター、

エンジンおよびミッションの取付けマウントのラバー部材は同一材質で形状・

硬度を変更することは自由。ブラケットの形状、取付け位置、取付け軸は変更し

ないこと。 

第４条 シャシー 

４.１）最低地上高：９ｃｍとする。ただし、アンダーカバー等の装着車両の当該部

位は５ｃｍとする。また、車両の１つの側面のすべてのタイヤの空気が抜けた

場合であっても、車両のいかなる部分も地表に接してはならない。このテスト

は出走状態で（ドライバーが搭乗し）平坦な面上で行われる。

４.２）最低重量：当該自動車製造者発行のカタログ等に記載された主要諸元一覧

表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小値とする。ただし、同

一車両型式に過給器付（ターボチャージャー、スーパーチャージャー等）と過

給器無の両仕様が存在する場合は、各々に設定されている車両重量の最小値と

する。 

バラストは塔載することができない。 

第５条 （略） 

第６条 制動装置 

６.１）パッドおよびブレーキシューは材質変更を含み交換、変更は許される。ただ

し、カーボン材（カーボン１００％）は使用できない。 

角形で囲んだ記号で表示すること。引くことにより機能する車外操作部を持つサ

ーキットブレーカーを運転席の反対側のフロントウインドシールド支持枠の下

方付近に設置すること。ただし、車両の構造上フロントウインドシールド支持枠

の下方付近に設置することが不可能な場合、運転席の反対側のセンターピラーあ

るいはクォーターピラーの外部から操作可能な位置に装着することが許される。

１.５）けん引用穴あきブラケット 

（略） 

第２条 （略）

第３条 電気モーター、エンジン 

３.１）電気モーターおよびエンジンのマウント：電気モーター、エンジンおよびミ

ッションの取付けマウントのラバー部材は同一材質で形状・硬度を変更するこ

とは自由。 

第４条 シャシー 

４.１）最低地上高：９ｃｍ（アンダーガードを含む）とする。また、車両の１つの

側面のすべてのタイヤの空気が抜けた場合であっても、車両のいかなる部分も

地表に接してはならない。このテストは出走状態で（ドライバーが搭乗し）平

坦な面上で行われる。

４.２）最低重量：当該自動車製造者発行のカタログ等に記載された主要諸元一覧

表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小値とする。ただし、同

一車両型式に過給器付（ターボチャージャー、スーパーチャージャー等）と過

給器無の両仕様が存在する場合は、各々に設定されている車両重量の最小値と

する。 

第５条 （略） 

第７条 制動装置 

７.１）ブレーキパッド：ブレーキシュー、ライニングパッド材質変更を含み交換、

変更は許される。ただし、カーボン材（カーボン含有率がすべてを占めるもの）

は使用できない。 
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第７条 サスペンション 

材料の追加によるサスペンションの車体取付け部の補強を認める。およびその取

付け部の補強を認める。サスペンションの補強部が、中空体を作ることになっては

ならない。部分的であっても、全体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）

から成るサスペンション部材は禁止される。 

７.１）補修 

補修を目的とした修正加工は許される。ただし、補修によって標準部品の取付け

に影響があってはならない。 

７.２）スプリング：数は、スプリングを連続して取付けることを条件として自由。

長さ、コイルの巻数、ワイヤーの直径、外径、スプリングの種類、スプリングシー

トの形状（車高調整機能を含む）とともに自由。ただし、下記に従うこと。 

①～⑥ （略） 

７.３） （略） 

第８条 （略）

第９条 車体 

９.１） （略）

９.２）車体内部 

９.２.１）コクピット：次の付属品のみ取付けが許される。スペアコンプリートホ

イール、工具、安全装置。

９.２.２）～９.２.４） （略） 

９.２.５）ステアリングホイール：下記の条件を満たしたものと交換することがで

きる。 

①～⑤ （略） 

９.２.６）～９.２.１１） （略） 

以上

第６条 サスペンション 

材料の追加によるサスペンションおよびその取付け部の補強を認める。サスペ

ンションの補強部が、中空体を作ることになってはならない。部分的であっても、

全体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペンション部

材は禁止される。 

６.１）スプリング：数は、スプリングを連続して取付けることを条件として自由。

長さ、コイルの巻数、ワイヤーの直径、外径、スプリングの種類も自由。ただし、

下記に従うこと。 

スプリングの形状は、調整できる構造部分がスプリングシートの一部で、当初

のサスペンション部分または車体部分から分離している（取外せる）場合、スプ

リングシートは調節できるものであっても良い。 

①～⑥ （略） 

６.２） （略）  

第８条 （略） 

第９条 車体 

９.１） （略） 

９.２）車体内部 

９.２.１）コクピット：次の付属品のみ取付けが許される。スペアコンプリートホ

イール、工具、安全装置、通信装置。 

コクピット内に位置するヘルメットと工具の収納容器は、非可燃性の材質で作

られていなければならない。それは火災の場合に有毒ガスを発生してはならな

い。 

９.２.２）～９.２.４） （略） 

９.２.５）ステアリングホイール：外径（最大径）３５０ｍｍ以上のもので、下記

の条件を満たしたものと交換することができる。 

①～⑤ （略） 

９.２.６）～９.２.１１）（略） 

以上


